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電柱

保安帯

植栽養生のためブルーシート敷設中

事例47：バックホウに挟まれ作業員が死亡

植栽をブルーシートで養生していた作業員が、旋回したバックホウと電柱の間に挟まれて、死亡した。

原因

・圧死

結果：死亡 教 訓

・バックホウで舗装を剥がしダンプに舗装
ガラを投入するため旋回したところ、民
地際にてブルーシートで植栽養生をして
いた作業員が、バックホウ後部と電柱に
挟まれた。

行 動

・重機回転半径内への立入禁止が徹
底されていなかった。

・オペレーターは重機誘導員の指示
なく重機を運転しており、安全確
認が不十分であった。

・養生シート設置と舗装壊し作業が
並行して行われており、作業手順
が不明確だった。

①重機オペレーターは重機監視員の指示
があるまで重機を操作させない。

②全作業員に対し、重機回転半径内への
原則立入禁止する。やむを得ず立ち入
る場合は、専任の重機監視員の指示に
従うことを徹底させる。

③作業に支障のない範囲で立入禁止区域
をコーンバー等で囲う。

④重機の稼働中は並行作業を行わせない。
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施工 土木・建設工事 挟まれ・巻き込まれ

事例48：スロープに設置した支保工が崩落し作業員が宙づり

スロープ上部のコンクリートを打設しようとしていた。その際、支保工の接地部分が横滑りしたため、上部の型枠が崩壊し型枠の上で
作業員が宙づりとなった。幸い、完全崩落に至らず、作業員にけがはなかった。

原因

・支保工の設置検討が不十分

結果：ヒヤリ・ハット

・支保工の接地部分が横滑りし、上部の型枠が崩壊

教 訓

・作業員が宙づりとなった。
（幸いけがはなかった。）

行 動

・支保工の固定及び支保工同士の
つなぎを十分に行う。

施工 土木・建設工事 墜落・転落

型枠が崩壊
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